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大豆に対する麦わらすき込みについて
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1　は　し　が　き

水田利用再編対策による転換畑では麦，大豆の輪作体系

化が進められている。この体系中では麦わらを全量圃場に

還元する場合，後作大豆の生育抑制などが問題点としてあ

げられる。

そこでコンバイン刈りした大麦わらを全量すき込んだ場

合．その後作大豆の生育，収量に及ぼす影響を窒素の施肥

蓑1　試験区の構成

－157－

量を変えて検討したので報告する。

2　試　験　方　法

川試験場所　　山形県立農業試験場

（2）供試圃場　　転換畑4年日圃場，礫質褐色低地土。

は）供試品種　　デワムスメ

（4）試験区の構成

項　　 目 麦　 わ　 ら 施　　　 肥　　　 量

試 験 区 す き 込 み 量 N P 2 0 5 K 2 0 苦 土 石 灰

（1）対　　　　 照　　　　　 区
－ 2 ．5 7 ．5 1 0 1 2 0

（2 ）大 麦 わ ら す き 込 み N 2 ．5 区 5 0 0 2 ．5 7 ．5 1 0 1 2 0

（8 ）　　　 〝　　　　　 N 5 ．0 区 〝 5 ．0 ノ′ 〝 〝

（4 ）　　　 〝　　　　　 N 7 ．5 区 〝 7 ．5 〝 〝 〝

注．1）大麦わらすき込み及び施肥量は108当たり毎
2）大豆化成を使用。ただLNの増施分は硫安を用いた。全面全層。

15）耕種概要　　播種は7月2日．栽植密度は畦幅7知鳳，

株間18の，2本立（14．8本／ポ），大麦わ

らのすき込みはロータリー餅による。

3　試　験　結　果

生育調整結果によると（表2），8月5日におけろ麦わ

らすき込みN2．5区では草丈，主茎長．及び茎の太さとも

表2　生育調査結果

対照区に比べ劣ったが，窒素を5．0及び7．5晦と増施した

区では対照区以上となっていた。その後の8月27日（幼爽

期）調査では，大麦わらすき込みN2．5区でも対照区とほ

ぼ同じ生育量となり回復していた。麦わらすき込みN5．0

と7．5区でも差が認められなかった。

成熟期における調査結果（表3）では大麦わらすき込み

の3区はいずれも対照区に比べ茎が太く，完全拉致が増加

　　　 項　 目

試 験 区

8 月 5 日　 （開 花 期 ） 8 月 27 日　 （幼 葵 期 ）

草　 丈　 王 茎 長　 葉　 数 茎 の太 さ 草　 丈　 主 茎 長 主 茎 節 数 分 校 数 茎 の 太 さ
（仇 ）　 （珊 ）　 （枚 ）　 （m ） （仇 ）　 （仇 ）　 （節 ）　 （本 ）　 （t■）

M 対　　　　　 照　　　　 区 62．7　　　 38．9　　　 8．0　　　 6．5 12 3　　 101　 15．4　　　 4．9　　　 8．7

ほl 大 麦 わ らす き込 み　 N 2．5 区 61．3　　　 37．3　　　 8．0　　　 6．2 12 1　　 100　　 15．2　　　 4．9　　　 8．7

（8）　　　 〝　　　　　 N 5．0 区 64．6　　 39．9　　　 8．0　　　 6．5 12 0　　　　 99　　 15．2　　　 4．8　　　 8．7

（4）　　　 〝　　　　　 N 7．5 区 63．2　　 39．6　　　 8．0　　　 6．6 12 2　　 100　　 15．3　　　 4．7　　　 8．7

秦3　成熟期における調査結果と収量

試 験 区　　 項　 目 主 茎 長　 茎の太さ　 稔実英数　 完全拉致　 100粒重 子　 実　 重
（珊）　　 （柑）　 （個／7ば） （個／ポ）　 （グ） （毎／108 ）

日）対　　　　　 照　　　　 区 108　　　　 7．7　　　　 592　　　 1，378　　　 22．0 312 （100）
ほ）大麦わらすき込み　 N 2．5区 104　　　　 8．2　　　　 594　　　 1．484　　　 22．1 324 （104）
㈲　　　　 〝　　　　 N 5．0 区 104　　　　 8．3　　　　 576　　　 1，465　　　 22．6 331 （106）
（4）　　　 〝　　　　 N 7．5 区 104　　　　 8．0　　　　 585　　　 1，485　　　 22．1 332 （106）

注．子実重欄のカッコ内は対照区比（粉を示す。
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蓑4　時期別の乾物重（タ／ポ）の推移

　　　　 訝 査 時 期
試 験 区

l
8 月 5 日 8 月 27 日 成 熟　 期

（1）対　　　　 照　　　　　 区 119 （100 ）404 （100 ） 640 （100）

（2）大 麦 わ らす き込 み N 2．5 区 114 （ 96 ）407 （10 1） 651 （102）

桝　　　　 〝　　　　 N 5．0 区 128 （108 ）409 （10 1） 655 （102）

（4）　　　 〝　　　　 N 7．5 区 132 （111）420 （104 ） 665 （104）

注．（）内は対照区比（％）を示す。

表5　わら添加による土壌の無機態窒素（呼／乾土50才）の消長

　 項　 目

区　 名

1　 週　 目 3　 週　 目 5　 過　 日

N H 4 － N　 N O 3 － N　 合　 計 N E l － N　 N O 3 － N　 合　 計 N E 4 － N　 N O 3 － N　 合　 計

（日 原　　　　　　 土 3 ．7 8　　　 0 ．0 8　　　 3 ．8 6 3 ．8 6　　　 0 ．56　　　 4 ．4 2 2．4 8　　　 2 ．0 8　　　 4 ．5 6

脚 原 土 ＋ N　 5　 叩 8 ．9 2　　　 0 ．0 2　　　 8 ．9 4 9 ．4 1　　 0 ．1 7　　　 9 ．5 8 7 ．35　　　 2 ．2 1　　 9 ．5 6

（3 ）稲 わ ら 十 Ⅳ 5 呼 4 ．4 3　　　 0 ．38　　　 4 ．8 1 4 ．3 5　　　 0 ．2 7　　　 4 ．6 2 3 ．9 8　　 1 ．0 9　　　 5 ．0 7

（4 ）大 麦 わ ら ＋ N S J呼 4 ．18　　　 0 ．0 2　　　 4 ．2 0 3 ．9 6　　　 0 ．1 5　　　 4 ．1 1 3 ．5 5　　　 0 ．9 7　　　 4 ．5 2

（6 ）小 麦 わ ら 十 N 5 7呼 4 ．4 8　　　 0 ．1 7　　　 4 ．6 5 4 ．0 7　　　 0 ．1 1　　 4 ．1 8 3 ．14　　 1 ．0 7　　　 4 ．2 1

注．50才の土壌に1％相当の粉砕したわら（軌大麦．小麦）とN（硫安）5呼を添加．最大容水量の60％，30℃
でインキュベートした。

していた。英数がほぼ同じであることから1夷当たりの粒

数が増えたものと考えられる。大麦わらをすき込んだ場合

の窒素施肥量による差がはっきりしなかった。

子実重は．対照区に比べ大麦わらすき込みN2．5区で4

％，N5．0と7．5区で6％多かった。

時期別の乾物重の推移（表4）をみると．8月5日調査

では大麦わらすき込みⅣ5．0及び7．5区が対照区を8～11

％上回っていた。これは，増施した窒素が初期のうちは麦

わらの分解よりも大豆の生育に利用されたことによると推

定されろ。

次に，麦わらの分解について，大麦わらと小麦わらを用

い稲わらと比較した。

圃場での残存量からみた分解率は，稲わら62％＞大麦わ

ら54％≧小麦わら52％で，稲わらに比べ麦わらは劣った。

表5は．わらを施用した場合の土壌中の無機態窒素の消長

についての室内試験の結果である。土壌中の無機態窒素は

わらの添加により減少した。添加物間では稲わらに比べ麦

わらで減少が著しいが．大麦・小麦間では差が明らかでな

かった。

このように，麦わら施用により土壌の無機態窒素の発現

量はかなり減少するので．更に窒素添加量を変えて検討し

た（図1）。無機態窒素の発現豊はNl．25才呼添加でも，原

土（わら無添加レ無窒素）よりかなり低かったが，N2．5叩

（5．0吻／108相当）程度加えることにより原土に近づいた。

4　ま　　と　　め

（日大麦わらすき込み窒素2．5吻／108施用における大豆
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インキュベーション期間（遇）

図1　Nの添加量と無機態Nの消長

注．50才の土軌こ0．5％相当量（108当たり500吻相
当）の大麦わらを添加し．N（硫安）1．25，2．50．
3．75叩（108当たり基肥2．5．5．0．7．5毎相当■）を
加え．インキュベーションした。

の生育は対照区に比べ開花期ころまで抑制されたが，

その後回復し，粒数増加により4％増収した。

（2）大麦わらすき込み時の窒素の施用星を5吻（標準は

2．5吻／108）とすることにより．初期の生育抑制が回

避され．6％の増収となった。

（3）土壌の無機態窒素の発現重は麦わら施用により著しく

減少したが・窒素2．5呼（5．0吻／108相当）程度添加

することにより原土の発現量に近づいた。

仙以上のことにより●大麦わらすき込み後の大豆の晩播

栽培（6月未～7月始め）では，窒素の基肥量を5吻

／108程度とするのが適当と考えられる。


